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本市の基幹産業である農業。その資源を生かし、農商
工連携や６次産業化などの取り組みが進んでいます。
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未来へと勇躍する
　　　　「食」創生都市をめざして

さいと市政ナビ

今回は、米良の秋を彩る、シュウメイギクをご紹介
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▲さいとマルシェ de ハロウィン（10月 12日）
あいそめ広場で開催された『さいとマルシェ』。今回は西海市から
の出店や仮装ファッションショーも行われました。
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　農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る

西
都
市
で
は
、
南
国
の
温
暖
な
気

候
と
豊
か
な
土
壌
を
活
か
し
た
施

設
野
菜
、
露
地
野
菜
、
果
樹
、
畜

産
と
稲
作
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合

経
営
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　中

で
も
、
ピ
ー
マ
ン
や
キ
ュ
ウ

リ
、
ニ
ラ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
施
設

野
菜
は
、
全
国
の
出
荷
量
の
上
位

に
位
置
し
て
お
り
、
日
本
の
主
要

な
食
料
供
給
基
地
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
な
農
産
物
と
し

て
「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
」
の
ブ
ラ
ン

ド
名
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
や
、
初

夏
の
味
覚
と
し
て
人
気
の
高
い
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
も
生
産
量
が
多

く
、
都
市
部
に
向
け
て
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
農
畜
産
物
の
大

生
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年

は
、
冷
凍
野
菜
の
カ
ッ
ト
工
場
や

食
肉
加
工
場
な
ど
の
食
関
連
企
業

の
立
地
が
相
次
い
で
お
り
、
６
次

産
業
化
や
農
商
工
連
携
な
ど
の
取

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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農
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西
都
市
で
は
第
四
次
西
都
市
総

合
計
画
に
示
す
目
標
像
と
し
て
、

豊
か
な
大
地
の
恵
み
で
あ
る
安
全

で
お
い
し
い
農
畜
産
物
や
食
品
、

料
理
な
ど
、西
都
が
持
つ
資
源（
ち

か
ら
）
で
あ
る
「
食
」
を
通
じ
て

雇
用
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を

図
り
、
市
民
や
訪
れ
る
人
々
に
癒

し
と
活
力
を
与
え
る
「『
食
』
創

生
都
市
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

「
人
」「
地
域
」「
環
境
」「
豊
か
さ
」

の
４
つ
の
視
点
か
ら「
西
都
創
生
」

に
取
り
組
む
基
本
戦
略
と
し
て

「
ひ
と
づ
く
り
戦
略
」「
安
全
・
安

心
戦
略
」「
す
こ
や
か
元
気
生
活

戦
略
」「
地
域
活
力
戦
略
」「
市
民

協
働
戦
略
」「
食
創
生
戦
略
」
を

設
定
し
、
そ
の
中
心
に
「
食
創
生

戦
略
」
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　こ
の
中
心
戦
略
で
あ
る
「
食
創

生
戦
略
」
を
具
体
的
に
進
め
、
市

民
、事
業
所
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
西
都
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
「『
食
』
創
生
戦
略
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
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　『食
』
創
生
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
は

■
と
も
に
つ
く
ろ
う

■
と
も
に
つ
か
お
う

■
と
も
に
つ
た
え
よ
う

■
と
も
に
つ
な
げ
よ
う

の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　そ
し
て
、
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
者
、
行
政
が
お
互
い
の
役
割
に

応
じ
て
食
に
関
わ
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

○
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
農
業
に

　
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
。

○
家
庭
料
理
の
食
材
に
西
都
の

　
「
食
」
を
使
う
。

○
親
か
ら
子
供
へ
伝
統
（
田
舎
）

　
料
理
を
伝
え
る
。

な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
者
の
方
に
は
、

○
新
た
な
『
食
』
を
開
発
す
る
。

○
安
全
・
安
心
な
農
産
物
、
西
都
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４
つ
のコ

ン
セ
プ
ト

食を活かす
４つのコンセプト

○
農
業
生
産
振
興

○
農
業
後
継
者
の
育
成

○
新
た
な
食
の
開
発

○
食
関
連
企
業
の
誘
致

○
食
を
活
か
し
た
交
流

○
食
を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り

○
農
産
物
の
新
た
な
活
用

○
食
に
関
す
る
市
民
運
動
の
推
進

○
食
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
促
進

○
食
の
伝
承

○
食
の
拠
点
の
整
備

○
姉
妹
都
市
な
ど
と
の
連
携

○
食
の
６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携

　農
畜
産
物
の
生
産
体
制
や
生
産
基
盤
の
整

備
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
継
続
し

て
安
定
的
に
生
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
環
境
の
変
化
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
新
た
な
農
産
物
の
導
入
や
食
の
開

発
を
進
め
『
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
』
を
推
進
し

ま
す
。

　家
庭
や
学
校
、
地
域
に
お
い
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各
世
代
が
、
農
業
に
触

れ
合
う
機
会
を
設
け
ま
す
。

　本
市
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
や
、
そ
れ

ら
を
使
っ
た
料
理
や
加
工
品
に
つ
い
て
、
家

庭
や
学
校
、
地
域
活
動
、
企
業
活
動
に
お
い

て
、
積
極
的
な
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　そ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
農
畜
産
物
や

料
理
、
加
工
品
の
安
全
性
や
高
い
品
質
に
つ

い
て
市
民
の
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
内
の
消
費
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　ま
た
、
農
産
物
の
新
た
な
活
用
を
図
る
た

め
、
大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
機

能
性
成
分
分
析
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　本
市
が
持
つ
食
の
豊
か
さ
、
お
い
し
さ
、

そ
し
て
安
全
・
安
心
な
ど
の
情
報
を
市
民
の

皆
さ
ん
や
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

市
外
・
県
外
に
向
け
て
積
極
的
に
発
信
し
販

路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
家
庭

料
理
や
祭
事
な
ど
に
伝
わ
る
料
理
な
ど
、
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
食
の
文
化
を
次

の
世
代
に
継
承
し
ま
す
。

　「つ
く
る
」「
つ
か
う
」「
つ
た
え
る
」
の

取
り
組
み
を
一
体
的
に
「
つ
な
げ
る
」
こ
と

で
、
本
市
な
ら
で
は
の
食
の
力
を
戦
略
的
に

発
揮
し
ま
す
。

　ま
た
、
市
民
と
都
市
住
民
、
農
業
生
産
者

と
加
工
・
流
通
事
業
者
、
食
と
観
光
産
業
な

ど
を
つ
な
ぎ
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
拠
点

と
し
て
「
食
の
拠
点
」
を
整
備
し
ま
す
。

　さ
ら
に
、
姉
妹
都
市
な
ど
の
都
市
間
交
流

に
お
い
て
、
食
を
活
用
し
た
相
互
交
流
と
し

て
、
産
地
間
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

このはな館で販売されている
　　　　「さいとバーガー　つくよみ」

西都の食材を使用した学校給食西海市での「大鍋祭り」

ふるさと産業まつりでの
　　　　　　　　　「農産物販売」

と
も
に
つ
か
お
う

と
も
に
つ
く
ろ
う

と
も
に
つ
た
え
よ
う

と
も
に
つ
な
げ
よ
う
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な
ら
で
は
の
農
産
物
を
生
産
す

　
る
。

○
農
業
生
産
者
と
加
工
・
流
通
事

　
業
者
と
の
連
携
を
進
め
る
。

○
産
地
間
連
携
を
進
め
る
。

な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
で
は
、

○
食
の
生
産
・
開
発
・
販
売
な
ど

　
を
支
援
す
る
。

○
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す

　
る
。

○
食
の
利
活
用
を
推
進
す
る
。

○
食
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
の
調

　
査
・
分
析
を
行
う
。

○
食
に
関
す
る
産
業
の
有
機
的
な

　
連
携
、
６
次
産
業
化
な
ど
の
推

　
進
を
行
う
。

○
食
の
連
携
を
図
る
た
め
の
拠
点

　
を
整
備
す
る
。

○
産
地
間
連
携
の
支
援
や
大
学
な

　
ど
と
の
共
同
研
究
を
進
め
る
。

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
西
都
の
食
を
活
か
す
た
め
、
産

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
食
創
生
戦

略
の
１
つ
で
あ
る『
６
次
産
業
化
』

に
取
り
組
む
２
つ
の
企
業
を
紹
介

し
ま
す
。
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○
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す
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に
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り
、
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物
や
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理
、
加
工
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の
安
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や
高
い
品
質
に
つ

い
て
市
民
の
認
識
を
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め
る
と
と
も
に
、
地

域
内
の
消
費
活
動
を
促
進
し
ま
す
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た
、
農
産
物
の
新
た
な
活
用
を
図
る
た

め
、
大
学
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ど
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同
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究
に
よ
り
、
機

能
性
成
分
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ど
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。
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そ
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な
っ
て

市
外
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県
外
に
向
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極
的
に
発
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し
販

路
拡
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を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
家
庭

料
理
や
祭
事
な
ど
に
伝
わ
る
料
理
な
ど
、
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
食
の
文
化
を
次

の
世
代
に
継
承
し
ま
す
。

　「つ
く
る
」「
つ
か
う
」「
つ
た
え
る
」
の

取
り
組
み
を
一
体
的
に
「
つ
な
げ
る
」
こ
と

で
、
本
市
な
ら
で
は
の
食
の
力
を
戦
略
的
に

発
揮
し
ま
す
。

　ま
た
、
市
民
と
都
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民
、
農
業
生
産
者

と
加
工
・
流
通
事
業
者
、
食
と
観
光
産
業
な

ど
を
つ
な
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、
に
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わ
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を
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す
る
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点
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の
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を
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ま
す
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に
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の
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自
社
で
ゆ
ず
や
唐
辛
子
を
生
産

し
、
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
や
ゆ
ず
果
汁

な
ど
を
加
工
・
販
売
し
て
い
ま

す
。
販
売
し
て
い
る
製
品
は
、
現

在
１
０
０
種
類
を
超
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
販
路
を
拡

大
し
、
現
在
で
は
日
本
全
国
、
海

外
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
53
年
、
先
代
で
あ
る
父
親

が
、
そ
の
ま
ま
で
は
売
れ
な
い
不

良
果
実
を
ど
う
に
か
し
て
売
り
た

い
と
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
出
発
点

で
す
。
６
次
産
業
化
し
、
銀
鏡
で

生
産
・
開
発
を
す
る
こ
と
で
雇
用

を
生
み
出
し
、
地
元

に
お
金
を
落
と
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

全
て
自
社
管
理
な

の
で
、
安
全
・
安
心

な
商
品
で
あ
る
と
消

費
者
に
強
く
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
で
す
。

　

し
か
し
逆
に
、
全

て
を
管
理
す
る
に

は
、
膨
大
な
費
用
や
手
間
が
か
か

り
ま
す
。
銀
鏡
は
過
疎
化
し
て
い

る
の
で
、
人
手
の
確
保
も
大
変
で

す
。
ま
た
、
一
番
大
変
な
の
は

販
売
。
販
路
を
開
拓
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
は
農
家
に
は
な
か
な
か
な
い
の

で
、
行
政
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
で
も
地
域
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
文
化
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
雇

用
創
出
だ
け
で
な
く
、
観
光
な
ど

全
て
に
絡
ん
で
多
角
的
に
地
域
に

貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

祖
父
の
代
か
ら
茶
臼
原
で
畜
産

業
を
始
め
、３
年
前
に
現
在
の「
㈱

サ
イ
ト
ー
フ
ァ
ー
ム
」を
設
立
し
、

父
が
社
長
、
私
が
専
務
と
し
て
牛

の
肥
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

餌
に
こ
だ
わ
っ
た
独
自
の
飼
育

な
ど
が
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
に
認
め
ら

れ
、
福
岡
や
熊
本
な
ど
県
外
に
も

販
売
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

「
サ
イ
ト
ー
フ
ァ
ー
ム
」
で
育
て

た
牛
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
県
や
市
の

方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
６
次
産

業
化
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
の
６
次
産
業
化
法
に
基
づ
く

事
業
計
画
の
認
定
を
も
ら
え
ま
し

た
が
、
全
て
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

今
は
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
の

勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
、
異
業
種

の
人
と
の
関
係
を
広
げ
て
い
る
段

階
で
す
。
将
来
的
に
は
自
社
で
飼

育
し
た
牛
か
ら
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど

の
加
工
食
品
を
製
造
し
、
販
売
す

る
計
画
で
す
。
夢
は
大
き
く
広
が

り
ま
す
が
、
６
次
産
業
化
は
す
ぐ

に
は
始
ま
り
ま
せ
ん
し
、
途
中
で

失
敗
し
な
い
た
め
に
も
少
し
ず
つ

確
実
に
進
め
た
い
で
す
。

　

ま
ず
は
自
社
の

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

化
。
そ
し
て
口
蹄
疫

の
時
の
恩
返
し
の

た
め
に
も
、
地
域
、

畜
産
や
野
菜
農
家
、

異
業
種
の
人
、
ま

た
県
や
市
な
ど
の

行
政
と
も
一
緒
に

事
業
を
進
め
た
い

で
す
。
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銀
鏡
の
里
で
ゆ
ず
の
生
産
・
加
工
品
製
造
・
販
売
を
手
が
け
る

将
来
は
観
光
な
ど
も
含
め
て
多
角
的
な
経
営
を
目
指
し
た
い

農
業
生
産
法
人
（
株
）
か
ぐ
ら
の
里

代
表
取
締
役

濵
砂
修
司
さ
ん

西
都
市
初
、
６
次
産
業
化
事
業
計
画
認
定
農
家

自
社
の
牛
肉
ブ
ラ
ン
ド
で
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

宮
崎
和
牛
（
株
）
サ
イ
ト
ー
フ
ァ
ー
ム

専
務

齋
藤
幸
紀
さ
ん

INTERVIEW
農産物の生産だけでなく、加工・販売まで直接行う６次産業化。
本市で独自の取り組みを行う２つの企業に、お話を伺いました。
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食
創
生
戦
略
と
し
て
、
今
後
予

定
し
て
い
る
新
た
な
取
り
組
み
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
６
次
産
業
化
関
連
事
業

　

国
、
県
の
制
度
を
活
用
し
、
企

業
な
ど
に
よ
る
６
次
産
業
化
・
農

商
工
連
携
を
推
進
す
る
一
方
、
個

人
や
地
域
に
お
け
る
比
較
的
小
規

模
な
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
市
独
自
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
次
産
業
者
で
あ
る
農

業
者
で
、
６
次
産
業
化
・
農
商
工

連
携
を
目
指
す
人
と
、
２
次
・
３

次
産
業
者
で
農
業
者
と
の
連
携
を

望
む
人
の
情
報
収
集
や
マ
ッ
チ
ン

グ
、
異
業
種
交
流
の
場
づ
く
り
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
「
食
の
拠
点
」
整
備
事
業

　

物
産
販
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

観
光
案
内
所
な
ど
を
備
え
た
「
食

の
拠
点
」
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
生
産
さ
れ
る
安
全
で
お

い
し
い
農
畜
産
物
や
加
工
品
、
料

理
な
ど
の
食
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
、
歴
史
や
文
化
、
豊
か

な
自
然
な
ど
の
魅
力
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
ま
た
、
市
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
に
き
て
い
た

だ
き
、
交
流
や
消
費
を
し
て
い
た

だ
く
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
く

予
定
で
す
。

◆
宮
崎
大
学
農
学
部
と
の
連
携

　

今
年
８
月
、
国
立
大
学
法
人
宮

崎
大
学
農
学
部
と
本
市
の
連
携
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
市
と
宮
大
農
学
部
が
緊
密
な
連

携
の
下
、
地
域
の
発
展
を
目
的
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
機
能

な
ど
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
幅

広
い
分
野
で
相
互
協
力
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
連
携

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
農
産

物
の
新
た
な
活
用
を
目
的
と
し
た

農
産
物
の
機
能
性
成
分
の
分
析
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
都
市
部
な
ど
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
食
の
Ｐ
Ｒ
強
化

　

農
産
物
や
加
工
品
の
販
路
拡
大

と
観
光
推
進
を
兼
ね
備
え
た
大
都

市
部
に
お
け
る
「
さ
い
と
物
産
・

観
光
フ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
、
都
市

部
で
の
Ｐ
Ｒ
の
充
実
や
、
姉
妹
都

市
で
あ
る
長
崎
県
西
海
市
の
農
産

物
直
売
所
と
の
産
地
間
連
携
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
６
次
産
業
化
や
食
の
拠

点
整
備
、
農
産
物
の
機
能
性
成
分

分
析
な
ど
、
食
創
生
戦
略
と
し
て

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

中
、
本
市
の
農
業
に
つ
い
て
再
度

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
は
、
ピ
ー
マ
ン
や

カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
、
完
熟
マ
ン

ゴ
ー
、
ゆ
ず
、
そ
の
他
の
多
く
の

品
目
に
お
い
て
、
先
人
達
の
先
見

性
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
農
業
を
次
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
産
地
を
維
持
し
、
品
質

の
高
い
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を

継
続
的
に
生
産
し
て
い
く
こ
と
が

食
創
生
の
基
本
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
食
創
生
戦
略
と
し

て
農
業
や
食
を
活
用
し
た
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
、
食
と
観
光
の

連
携
を
図
る
な
ど
、
本
市
な
ら
で

は
の
魅
力
を
創
出
。
そ
れ
に
よ
り

定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
、

新
た
な
産
業
の
創
出
、
食
関
連
企

業
の
誘
致
な
ど
を
進
め
、
元
気
な

日
本
の
ふ
る
さ
と
西
都
を
創
っ
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
や
事
業
者
、
行
政
が
お
互
い
の

役
割
に
応
じ
て
食
に
関
わ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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特 「食」創生都市をめざして集

食
を
活
用
し
た

新
た
な
取
り
組
み

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

こ
れ
か
ら
の
食
創
生

▲市内で開発・販売されている商品例

▲福岡市で本市の農産物をＰＲ
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表彰
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表彰

市
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ナ
ビ
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本
市
の
㈱
ウ
イ
ン
ト
（
堀
江
勝

人
社
長
）
が
宮
崎
県
中
小
企
業
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
県
内
産
業
の
振
興

や
地
域
経
済
活
性
化
に
貢
献
し
た

県
内
企
業
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
同
社
を
含
む
３
社
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

誘
致
企
業
で
あ
る
同
社
は
昭
和

63
年
に
設
立
さ
れ
、
工
業
デ
ザ
イ

ン
モ
デ
ル
や
自
動
車
モ
デ
ル
な
ど

を
製
造
。
製
品
開
発
業
務
を
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
内
屈
指
の

技
術
力
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課  

企
業
対
策
係

　

℡
０
９
８
３-

42-

４
０
６
８

　

本
市
で
フ
ァ
ー
ム
の
春
季
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
て
い
る
プ
ロ
野
球
・

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
（
以
下

「
ス
ワ
ロ
ー
ズ
」）。そ
の
ス
ワ
ロ
ー

ズ
と
本
市
を
含
む
全
国
４
市
が
ス

ポ
ー
ツ
や
観
光
、
文
化
な
ど
幅
広

い
連
携
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
縁
の
あ

る
市
同
士
が
交
流
を
深
め
よ
う
と

ス
ワ
ロ
ー
ズ
が
企
画
し
た
も
の
。

　

こ
の
交
流
・
連
携
事
業
に
参
加

す
る
の
は
、
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
キ
ャ

ン
プ
地
で
あ
る
本
市
と
愛
媛
県
松

山
市
（
秋
季
）、
沖
縄
県
浦
添
市

（
１
軍
春
季
）、
そ
し
て
ツ
バ
メ
に

ち
な
み
ス
ワ
ロ
ー
ズ
と
交
流
し
て

い
る
新
潟
県
燕
市
の
４
市
で
す
。

　

最
初
の
交
流
事
業
と
し
て
、
今

月
16
、
17
日
に
松
山
市
で
「
東
京

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ
少

年
野
球
交
流
大
会
」
を
開
催
。

　

ま
た
今
後
は
、
同
大
会
の
持
ち

回
り
で
の
開
催
や
、
各
市
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ス
ワ
ロ
ー

ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
ば
九
郎
」
と
４
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
企
画
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
は
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ
る
神

宮
球
場
で
の
公
式
戦
の
開
催
日
に

４
市
の
観
光
や
特
産
品
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
日
を
設
け
る
計
画
も
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８
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県知事室で行われた表彰式
（写真提供：宮崎県）

　

本
市
の
松
浦
健つ
よ
しさ
ん
が
平
成
25

年
度
交
通
安
全
功
労
者
交
通
対
策

本
部
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
交
通
対
策
本
部
長

（
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
が
交

通
安
全
の
確
保
お
よ
び
交
通
安
全

思
想
の
普
及
に
貢
献
し
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
な
ど

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

全
国
で
個
人
21
人
、
団
体
５
団
体
、

市
区
町
村
５
市
村
が
受
賞
。

　

松
浦
さ
ん
は
今
年
３
月
ま
で
37

年
間
、
交
通
指
導
員
と
し
て
尽
力
。

そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課  
市
民
生
活
係

　

℡
０
９
８
３-
43-
３
４
８
５功労者表彰を受賞した松浦さん

東京都港区の球団本部での会見

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
を
縁
に

　
　
　
　
　
　本
市
な
ど
全
国
４
市
が
多
分
野
で
連
携

㈱
ウ
イ
ン
ト
が

中
小
企
業
大
賞
を
受
賞

松
浦 

健
さ
ん
が

　功
労
者
表
彰
を
受
賞
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児童
福祉

道路
情報

avigationN
　

児
童
虐
待
を
発
見
し
た
人
に
は

誰
で
も
通
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
る
」「
自
身
が
出
産
や

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
」「
子
育

て
に
悩
ん
で
い
る
親
が
い
る
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
児
童
相
談

所
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）
や
市

の
窓
口
へ
連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど

も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
相
談
所

　
　
　
　全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

　

能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容

　

に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
県
内
の
児
童
虐
待
な
ど
に
関
す

　る
通
報
・
相
談
先

○
通
報

宮
崎
県
中
央
児
童
相
談
所

　

℡
０
９
８
５-

26-

１
５
５
１

市
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-
43-
０
３
７
６

○
相
談

市
福
祉
事
務
所
家
庭
児
童
相
談
室

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
１
１

　
（
内
線
２
７
０
９
）

市
児
童
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

６
１
１
７

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
４
９
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市
道 

下
鶴
田
中
線
の
道
路
工

事
に
伴
い
、
県
道 

高
鍋
高
岡
線

の
『
妻
南
小
学
校
入
口
』
交
差
点

か
ら
東
側
約
２
４
０
ｍ
の
区
間
で

全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
全
面
通
行
止
め
開
始
予
定
日
時

　

平
成
25
年
12
月
２
日(

月
曜)

　

午
前
９
時
〜

○
全
面
通
行
止
め
終
了
予
定

　

平
成
27
年
３
月
末

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課  

道
路
建
設
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
１

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト

心理的虐待

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどをおわせる、溺れさせる　など

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする　など

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく
不潔にする、自動車の中に放置する、重い
病気になっても病院に連れて行かない　など

言葉による脅し、無視、きょうだい間での
差別的扱い、子どもの目の前で家族に対し
て暴力をふるう（ＤＶ）　など

児童虐待とは

Ｎ

鳥
子
川

児
玉
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ワ
イ
ド

西
都
店

ミ
ド
リ
薬
品

三
宅
店

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
㈲

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ

西
都

県
道

　高
鍋
高
岡
線

通行止め区間

至

　西
都
自
動
車
学
校

鳥
子
川

市道　下鶴田中線市道　下鶴田中線

市
道

　西
都
佐
土
原
線
（
旧

　国
道
２
１
９
）

至

　妻
市
街

至
　宮崎市

妻
南
小
学
校

田
中
橋

田
中
橋

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
子
ど
も
虐
待
を
防
止
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
し
の
べ
た 

そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱
」

　
　
　
　
　
　11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

市
道 

下
鶴
田
中
線
道
路
工
事
（
田
中
橋
）
に
伴
う

　 全
面
通
行
止
め
（
妻
南
小
学
校
南
側
）
の
お
知
ら
せ

市政ナビ.indd   2 13/10/23   11:31
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市
民
の
健
康
推
進
に
尽
力

　
　
　
　
　設
立
20
周
年
記
念
大
会

食改善推進協議会
　　　　　　　20周年記念大会　
９月 21 日、市文化ホールで「食改善推進
協議会 20周年記念大会」が行われました。
同協議会は食を通した健康づくりの推進
を目的に設立。今年で設立 20 年を迎える
ことを記念して開催されました。当日は
約 400 人が来場し、功労者への表彰や西
日本新聞社の佐藤弘氏による講演、推進
員による寸劇を実施。大会終了後には地
産地消試食会も行われました。

音
楽
と
講
演
で

　
　
　
　
　伊
東
マ
ン
シ
ョ
を
顕
彰

伊東満所（マンショ）
　　　　　　　顕彰講演会・演奏会
10 月５日、市文化ホールで伊東マンショ
顕彰講演会・演奏会がありました。オー
プニングに宮崎大学の竹井成美教授を代
表とした宮崎中世音楽研究会が合唱を披
露。マンショがイタリアに渡った時代の
聖歌や舞踏曲を歌いました。続いて長崎
歴史文化博物館の大石一久さんが講演。
天正遣欧少年使節が果たした偉業と、マ
ンショの生涯を振り返りました。

 

大
自
然
を
満
喫

　
　
　
　東
米
良
の
清
流
で
魚
釣
り

東米良清流ニジマス釣り大会

９月 29 日、東米良銀鏡川で「東米良清流
ニジマス釣り大会」がありました。これ
は西都市グリーン・ツーリズム研究会が
主催したもので、この日は子供連れの家
族や、友人同士のグループなど、市内外
からの参加者でにぎわいました。釣った
魚はその場で焼くことができ、参加者ら
はおいしそうに食べながら自然を満喫し
ていました。

秋
の
米
良
街
道
を
疾
走

　
　
　銀
鏡
の
文
化
・
料
理
も
堪
能

ツール・ド・銀鏡 2013
　　　
10 月６日、「ツール・ド・銀鏡 2013」が
開催されました。これはNPO法人『輪プ
ロジェクトみやざき』の主催で開催され、
市内外から約 70 人が参加。時折、激しく
雨が降る天気の中、あいそめ広場から銀
鏡地区『銀鏡伝承館』を往復する 75km
のコースを疾走しました。『銀鏡伝承館』
では銀鏡神楽の特別鑑賞や昼食として郷
土料理の振る舞いも行われました。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

まちの話題.indd   1 13/10/23   11:33
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平郡十五夜踊
９月 14 日、三納平郡地区で市の無形民俗文化財に指定
されている平郡十五夜踊が披露されました。この踊りは、
小林地方で伝えられていたものを、江戸時代に村人が踊
り手を招いて地区に広めたと言われています。地元住民
や関係者がが見守るなか、歌い手４人の鉦

かね

や三味線の音
にあわせ踊り手が太鼓をたたきながら優雅な踊りを披露
しました。

第 31回チャリティー芸能発表会
９月 29日、市民会館で「チャリティー芸能発表会」が行
われました。これは市文化連盟の主催で行われ、今回で
31回目の開催。当日は約 350 人の観客が会場を訪れまし
た。出演者は舞踊や民謡、太極拳や大正琴などの多彩な
演目を発表。日頃の練習の成果をステージで披露し、そ
れぞれの演目が終了するたびに観客からは大きな拍手が
送られました。

赤い羽根共同募金運動オープニングセレモニー
10 月１日、あいそめ広場で赤い羽根共同募金運動のオー
プニングセレモニーが行われました。同日から全国一斉
に始まった同運動。セレモニーでは市共同募金委員会長
のあいさつや厚生労働大臣のメッセージの朗読、あさひ
幼稚園鼓笛隊によるアトラクションなどが行われました。
セレモニー終了後、街頭募金活動を実施。あさひ幼稚園
児も参加し、募金への協力を呼びかけました。

第 10回九州・西都原古墳空手道大会
 10 月６日、妻高等学校体育館で「九州・西都原古墳
空手道大会」が開催されました。毎年九州各県から
多くの選手が参加するこの大会も今年で節目となる
10 回目。この日は 37 参加団体から形の部 261 人、
組手の部 356 人がエントリー。選手たちは幼児か
ら中学生までそれぞれの部で熱気に満ちた戦いを繰
り広げ、日ごろ鍛えた技を競い合いました。

平成 25年度西都市戦没者追悼式
10 月５日、市民会館で市戦没者追悼式が行われました。
式には戦没者の遺族など 289 人が参列。本市の戦災死亡
者の冥福を祈りました。式ではトランペットの演奏に合
わせて参列者全員で黙とう。市長や市戦没者遺族連合会
会長らが追悼の辞を述べました。その後参列者全員で祭
壇に向かって献花を行い、故人への感謝と平和への誓い
を新たにしました。

ち の話題ま

まちの話題.indd   2 13/10/23   11:33



人人今月の今月の

せ
ら
れ
て
い
た
大
町
さ
ん
。
撮
影

の
際
は
、
と
に
か
く
情
熱
と
忍
耐
、

執
念
で
カ
メ
ラ
を
回
し
ま
し
た
。

　
「
15
分
の
作
品
を
作
る
の
に
、

最
低
１
年
は
か
か
り
ま
す
よ
」
と

話
す
と
お
り
、
大
町
さ
ん
の
作
品

は
対
象
を
ひ
た
す
ら
見
つ
め
続
け

ま
す
。
特
に
印
象
深
い
作
品
と
し

て
挙
げ
る
『
自
問
』
と
い
う
作
品

で
は
、
認
知
症
に
な
っ
た
自
身
の

妻
と
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
家
族
の

苦
悩
に
迫
り
、
数
々
の
国
際
映
画

祭
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
「
時
間
を
か
け
て
見
つ
め
る
こ

と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
相
手
の

深
い
所
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
て
く

る
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
関
し
て
「
私
１

人
が
受
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
た

く
さ
ん
の
協
力
者
へ
の
お
礼
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
周
囲
へ
の
感

謝
の
思
い
を
語
り
ま
す
。「
寒
川

集
落
な
ど
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
映

像
が
撮
っ
て
あ
る
。
撮
影
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
お
礼
に
、

作
品
と
し
て
ま
と
め
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
欲
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
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福
祉
事
務
所
で
は
、
家
庭
児
童

相
談
室
と
幼
児
相
談
室
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
相
談
室
に
は
、
経
験

豊
か
な
相
談
員
が
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
１
５
９
件
の
相
談
が
あ

り
、子
育
て
の
悩
み
・
不
安
と
い
っ

た
も
の
か
ら
、
発
達
に
障
が
い
を

伴
う
も
の
、
虐
待
を
含
む
養
護
に

関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
助
言
や
指

導
を
行
っ
た
り
、
児
童
相
談
所
や

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
機
関

を
紹
介
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

　

家
庭
相
談
室
は
福
祉
事
務
所
、

幼
児
相
談
室
は
妻
北
小
学
校
総
合

棟
１
階
に
あ
り
ま
す
。
と
も
に
個

室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
家
庭
相
談
室
＝

　

毎
週
月
・
火
・
金　

９
〜
16
時

○
幼
児
相
談
室
＝

　

毎
週
火
・
水
・
木　

９
〜
16
時

■
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-
43-

０
３
７
６

み
ん
な
の
広
場

大
おおまち

町　信
しん

平
ぺい

さん
人や自然を見つめた映像作品が世界各国で賞を獲得。
その功績から、この度市民栄誉賞が授与されました。

　

御
舟
町
で
歯
科
医
院
を
営
む
傍

ら
、
16
ミ
リ
お
よ
び
８
ミ
リ
映
画

な
ど
、
数
々
の
映
像
作
品
を
製
作

し
て
き
た
大
町
さ
ん
。
そ
れ
ら
の

作
品
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界

中
で
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
市
民

栄
誉
賞
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
町
さ
ん
が
最
初
に
賞
を
受
賞

し
た
の
は
、
本
市
が
市
制
を
施
行

し
た
55
年
前
。『
第
１
回
全
日
本

８
ミ
リ
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
特

選
と
な
り
、
そ
の
後
も
自
然
や
野

鳥
、
集
落
の
営
み
な
ど
を
撮
り
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
「
小
さ
い
頃
か
ら
、
映
写
機
に

関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の

目
に
は
魔
法
の
機
械
に
見
え
た
も

の
で
す
」
と
、
映
像
の
世
界
に
魅

昭和 5年 12月 17日生
妻：御舟町

西西

育
て
よ
う

育
て
よ
う

都
っ
子

都
っ
子
第３回

※
次
回
は
２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

家庭相談員
峯松洋子さん

　幼
児
相
談
室
で
、
子
ど
も
の

こ
と
ば
の
発
達
・
全
体
発
達
を

促
す
援
助
を
し
て
い
ま
す
。
視

覚
に
訴
え
た
活
動
、
手
を
使
う

活
動
、
遊
具
で
体
を
使
う
遊
び

な
ど
を
中
心
と
し
、
そ
の
子
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
他
機
関
の
紹
介
も

し
て
い
ま
す
。

  

℡
０
９
８
３-

42-

４
４
６
９

家庭相談員
東逸子さん

　地
域
や
家
庭
の
中
で
、
子
育

て
の
悩
み
な
ど
を
抱
え
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
方
の
相
談
を
受

け
、
解
決
策
を
一
緒
に
考
え
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
関
と

連
携
し
て
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

　福
祉
事
務
所
の
一
角
に
あ
る

相
談
室
に
在
席
し
て
い
ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
ご
家
庭
に
も
伺

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
６

みんなの広場.indd   1 13/10/23   11:34
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銃を用いて戦う武道、銃剣道。妻高３年の大金君が、
銃剣道の選手として第 68 回国民体育大会に出場しま

した。
　大金君が銃剣道を始めたのは、高校１年生の夏から。幼
い頃からやっていた剣道の先生に誘われたのがきっかけで
した。「銃剣道は左手と左足を前に出すので、剣道とは逆。
最初は勝手が悪かった」と戸惑いもありましたが、次第に
銃剣道の楽しみに目覚めて行きました。
　今は小学校から一緒に剣道を続けてきた仲間２人と、自
衛隊の隊員に交じって週に２回練習に励んでいます。国体
も３人で出場し、固い友情で結ばれています。九州大会は
優勝しましたが、全国大会では初戦敗退。「全国は九州大会
とは全然違いました」と力の差を痛感したものの、いい経
験になったようです。
　妻高の福祉科に通う大金君。今後は介護福祉士の国家試
験の合格を目指して頑張りますが、「銃剣道は今後もライフ
ワークとしてずっと続けたい」と笑顔で話してくれました。

木

　ぼくは、白団の団長になりました。団長の
役割を果たして、楽しい運動会にしようと思
いました。副団長や４人のリーダーと昼休み
に応えんの練習を毎日がんばりました。
　運動会の日の朝、いつもより早く起きて花
火の音を聞きました。少し雨がふっていたの
で、花火は聞こえたけど、運動会ができるの
か心配でした。
　予定よりおくれて運動会が始まりました。
開会式で、みんなにがんばってもらえるよう
にちかいの言葉をドキドキしながら発表しま
した。
　運動場が雨でぬれていて、おもいっきり走
れないところもありましたが、全員リレーや
団技や臼太鼓おどりなどをがんばりました。
　白団だけでなく赤団もがんばりました。６
年生８人も全力で競技や係の役割をがんばり
ました。心に残る運動会になりました。

 題名
　『心に残った運動会』

茶臼原小学校６年　

三
みしま
島　輝

きりゅう
瑠くん  

 ひらばら　ともやくん
都於郡保育所・６歳

作品
 「ヨーヨーであそんだよ」

がんばり屋の姉とマイペースで人懐っこい
弟。元気に育ってくれてありがとう！
　(南方：謙司さん・真理子さんの長女・長男 )

妻高校３年

大
おおがね
金　幸

ゆきと
斗くん

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

 
奥
おくでら
寺 芙

ふ み こ
実子ちゃん（平成20年11月16日生）

　　 十
とお
　佑
すけ
くん    （平成24年  2月   9日生）
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■
日
時
＝
11
月
２
日
（
土
曜
）
10

　

時
〜
22
時
、
３
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
西
都
原
御
陵
墓
前
広
場

　

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

高
等
学
校

■
日
時
＝
11
月
３
日
（
日
曜
）

○
ス
タ
ー
ト
時
間

　

女
子
の
部
：
10
時
20
分

　

男
子
の
部
：
12
時
30
分

中
学
校

■
日
時
＝
11
月
17
日
（
日
曜
）

○
ス
タ
ー
ト
時
間

　

女
子
の
部
：
10
時
20
分

　

男
子
の
部
：
11
時
30
分

※
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
＝

　

い
ず
れ
も
市
役
所
正
面
玄
関
前

※
当
日
は
コ
ー
ス
周
辺
の
交
通
規

　

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を

　

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

■
日
時
＝
11
月
８
日
（
金
曜
）
〜

　

10
日
（
日
曜
）
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
民
会
館

■
内
容
＝
市
内
小
中
学
生
の
作
品

　

展
示(

図
画
、
書
写
な
ど)

■
入
場
料
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
３
８

■
日
時
＝
11
月
９
日(

土
曜)

18

　

時
〜
21
時
、
10
日(

日
曜)

８

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
都
於
郡
城
本
丸
跡
周
辺

■
内
容
＝

○
９
日
：
前
夜
祭
（
オ
ー
プ
ニ
ン

　

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
花
火
大
会
な

　

ど)

○
10
日
：
本
祭
（
高
屋
山
上
陵
祭
、

　

都
小
っ
子
祭
り
、
お
楽
し
み
抽

　

選
会
、
せ
ん
ぐ
ま
き
な
ど)

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

都
於
郡
城
址
ま
つ
り
実
行
委
員

　

会
（
都
於
郡
地
区
館
内
）

　

℡
０
９
８
３-

44-

６
３
７
２

　

Ｍ
Ｍ
Ｃ
（
宮
崎
医
療
福
祉
専
門

学
校
）
の
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
日
時
＝
11
月
9
日
（
土
曜
）
９

　

時
30
分
〜
15
時
30
分

■
会
場
＝
宮
崎
医
療
福
祉
専
門
学

　

校
（
清
水
）

■
内
容
＝
腕
相
撲
大
会
や
各
種
出

　

店
、
展
示
な
ど

※
血
圧
測
定
な
ど
の
体
験
コ
ー

　

ナ
ー
や
学
校
説
明
会
も
行
わ
れ

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

宮
崎
医
療
福
祉
専
門
学
校

　

℡
０
９
８
３-

42-

１
０
１
０

■
日
時
＝
11
月
15
日
（
金
曜
）
15

　

時
ご
ろ
〜
24
時

■
会
場
＝
穂
北
神
社

■
日
時
＝
11
月
18
日
（
月
曜
）
15

　

時
ご
ろ
〜
24
時

■
会
場
＝
南
方
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
日
時
＝
11
月
15
日
（
金
曜
）
10

　

時
〜
13
時

■
会
場
＝
三
宅
神
社

■
内
容
＝
神
輿
、
せ
ん
ぐ
ま
き
、

　

振
る
舞
い
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

世
話
人　

長
友
さ
ん

　

℡
０
９
０-

５
４
８
６-

７
６
２
２

■
日
時
＝
11
月
19
日
（
火
曜
）

　

祭
典
：
10
時
30
分
〜
、

　

奉
納
行
事
：
17
時
〜

■
会
場
＝
都
萬
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会
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 ＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ
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イ
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ン
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IN
FO
RM
A
TIO
N

西
都
市
教
育
文
化
祭

西
都
古
墳
ま
つ
り

三
宅
神
社
大
祭

宮
崎
県
駅
伝
競
走
大
会

穂
北
神
楽

都
萬
神
社
秋
季
大
祭

都
於
郡
城
址
ま
つ
り

宮
崎
医
療
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
学
園
祭
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℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
牛

馬
安
全
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、

奉
納
さ
れ
ま
す
。
保
存
会
や
山
田

分
校
生
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
金
曜
）
13

　

時
〜

■
会
場
＝
中
山
神
社(
都
於
郡
中

　

山
地
区
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
日
時
＝
11
月
23
日
（
土
曜
）

■
会
場
＝
銀
鏡
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
日
時
＝
11
月
23
日
（
土
曜
）
10

　

時
〜
16
時
30
分

■
会
場
＝
岡
富
住
吉
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
岡
富
住
吉
神
社

　

℡
０
９
８
３-

42-

５
２
３
７

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
家

族
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
、
山
岳

信
仰
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
で
す
。

■
日
時
＝
11
月
23
日(

土
曜
）
19

　

時
ご
ろ
〜
、
24
日(

日
曜
）
12

　

時
ご
ろ
〜

■
会
場
＝
尾
八
重
小
学
校
跡
運
動

　

場(

舞
殿
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
日
時
＝
12
月
１
日
（
日
曜
）
８

　

時
30
分
〜
15
時

■
場
所
＝
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基

　

地
お
よ
び
同
周
辺
空
域

■
主
要
イ
ベ
ン
ト
＝

○
基
地
所
属
航
空
機
（
戦
闘
機
な

　

ど
）
に
よ
る
飛
行
展
示

○
陸
海
空
自
衛
隊
機
、
装
飾
品
な

　

ど
の
地
上
展
示

○
花
電
車(

チ
ビ
ッ
コ
電
車)
を

　

含
む
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

■
入
場
料
＝
無
料

■
基
地
内
駐
車
場
の
利
用
＝
駐
車

　

券
を
持
っ
て
い
る
方
の
み
。

※
駐
車
券
の
な
い
方
は
公
共
交
通

　

機
関
を
利
用
、
ま
た
は
臨
時
駐

　

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
駐
車
券
の
応
募
方
法

　

や
臨
時
駐
車
場
の
場
所
な
ど
詳

　

細
に
つ
い
て
は
、
基
地
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.m

od.

　

go.jp/asdf/nyutabaru/

）

　

で
確
認
、
ま
た
は
直
接
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
航
空
自
衛
隊
新

　

田
原
基
地
基
地
渉
外
室
広
報
班

　

℡
０
９
８
３-

35-

１
１
２
１

　

市
民
会
館
の
自
主
文
化
事
業
と

し
て
『
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー 

２
０
１
３ -

う
ち
の
お

父
さ
ん-

』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
３
日
（
火
曜
）
17

　

時
30
分
開
場
、
18
時
30
分
開
演

■
会
場
＝
市
民
会
館

■
入
場
料
＝
４
５
０
０
円
（
全
席

　

指
定
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
会
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

５
０
４
８

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
（
11
日
、
25
日
は
休
館
）

第
29
回
現
代
書
研
究

　
　
　
　
　
　
　
「
書
槐
社
」
展

■
期
間
＝
11
月
２
日
（
土
曜
）
〜

　

10
日
（
日
曜
）
ま
で

宮
日
総
合
美
術
展

      

第
31
回
無
鑑
査
絵
画
小
品
展

■
期
間
＝
11
月
12
日(

火
曜)

〜

　

24
日
（
日
曜
）
ま
で

布
花
＆
陶
芸
展

■
期
間
＝
11
月
26
日
（
火
曜
）
〜

　

12
月
１
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

　

宮
崎
空
港
ビ
ル
創
立
50
周
年
記

念
お
よ
び
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
記
念
と
し
て
、
本
市
在
住

の
写
真
家 

黒
木
一
明
氏
に
よ
る

写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
期
日
＝
11
月
１
日
（
金
曜
）
〜

　

29
日
（
金
曜
）

※
最
終
日
は
15
時
ま
で

■
会
場
＝
宮
崎
空
港
ビ
ル
３
Ｆ

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
空
港
ビ
ル

　

株
式
会
社

　

℡
０
９
８
５-

51-

５
１
１
１

15　November 2013 広報さいと

ンフォメーションイ

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
11
月
の
催
し
〜

尾
八
重
神
楽

岡
富
住
吉
神
社
秋
季
大
祭

新
田
原
エ
ア
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
３

中
山
棒
踊
り

銀
鏡
神
社
秋
ま
つ
り

「
森
の
ピ
カ
ソ
」

　
　
　
　
黒
木
一
明
写
真
展

市
民
会
館
自
主
文
化
事
業

　
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
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市
立
図
書
館
で
は
、
毎
週
土
曜

日
、
10
時
30
分
か
ら
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

読
み
聞
か
せ
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
、
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
５
８
４

　

市
で
は
、
本
市
産
業
の
振
興
と

安
定
的
な
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致

を
重
要
施
策
と
し
て
積
極
的
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
わ
が
国
の
経
済
が
低

迷
し
回
復
の
兆
し
が
依
然
見
え

ず
、
企
業
に
と
っ
て
も
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
く
中
、
さ
ら
な
る
企

業
誘
致
を
図
る
た
め
に
、今
回『
西

都
市
企
業
立
地
促
進
条
例
』
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
一
定
の
認
定
要

件
を
満
た
し
、
工
場
な
ど
の
新
設

や
増
設
に
よ
り
雇
用
創
出
を
行
う

企
業
に
対
す
る
補
助
制
度
の
拡
充

（
補
助
金
の
増
額
や
対
象
経
費
の

拡
充
な
ど
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
企
業
、
誘
致
企
業
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
同
制
度
活
用
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
要
件
や
補
助
制
度

の
拡
充
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

商
工
観
光
課
企
業
対
策
係

　

℡
０
９
８
３-

42-
４
０
６
８

不
起
訴
に
は
11
人
の
審
査
の
目

　

検
察
審
査
会
制
度
と
は
、
検
察

官
が
被
疑
者
（
犯
罪
を
犯
し
た
疑

い
が
あ
る
人
）を
不
起
訴
処
分（
裁

判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
）
に
し

た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
を
、

国
民
を
代
表
し
て
11
人
の
検
察
審

査
員
が
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
な
ど

の
申
立
て
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
宮
崎
検
察
審

査
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　

℡
０
９
８
５-

68-

５
１
２
０

　

法
律
問
題
に
係
る
高
齢
者
と
そ

の
家
族
の
心
配
ご
と
、
悩
み
に
弁

護
士
が
面
談
に
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が

必
要
で
す
。

■
相
談
日
＝
毎
月
第
１
〜
第
４
水

　

曜
日

■
相
談
時
間
＝
14
時
〜
16
時

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
相
談
場
所
＝
宮
崎
県
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー　

人
材
研
修
館
（
宮

　

崎
市
原
町
）

■
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会　

安

　

心
生
活
部　

高
齢
者
・
障
が
い

　

者
支
援
課

　

℡
０
９
８
５-
25-

１
１
０
０
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 ＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

 ※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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新
規
立
地
企
業
に
対
す
る

補
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て

宮
崎
県
高
齢
者
総
合
支
援

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
案
内

●
● 

募　
　
集 

●
●

絵
本
読
み
聞
か
せ

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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無
料
健
康
相
談

■
日
時
＝
11
月
12
日
（
火
曜
）
９

　

時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-
43-
１
１
４
６

行
政
相
談

■
日
時
＝
11
月
14
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
11
月
19
日
（
火
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
11
月
19
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
11
月
20
日
（
水
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
。
消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛
生
対

策
の
基
本
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理

基
準
を
守
り
日
本
一
安
全
・
安
心

な
畜
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
11
月
24
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
11
月
29
日
（
金
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
18
年
11
月
２
日

　

〜
12
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
13
年
12
月

　

１
日
〜
12
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
12
月
３
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

今
月
の
納
期

　

12
月
２
日
は
、保
険
税
第
５
期
、

介
護
保
険
料
第
５
期
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
第
５
期
の
納
付
期

限
で
す
。

　

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
期
内
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

１
０
６
１
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※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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 広報さいと November 2013　18

 人の動き ( 平成25年10月１日現在 )
■人　口　31,507 (  -19)　■男　　14,809 ( -   7)
■世帯数　12,205 ( ＋  8)   ■女　　16,698 ( - 12)
■転入  54    ■転出   63     ■出生  21   ■死亡   31
■高齢化率 (65歳以上 )　31.15％

COOKING
 

エビの白ゴマ揚げ

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料 ( ４人分 )
　無頭エビ 12尾、Ａ ( 酒大さじ 1、塩大さじ 1/2)、
　卵白 1/2 個分、炒りゴマ ( 白 )60 ～ 70g、小麦粉
●作り方
①エビは背わたを取り、尾と一節を残して殻をむく。
　尾の先を斜めに少し切り落とし、Ａをからめて下
　味をつける。
②①の水気をふき、尾と一節を残して小麦粉適量を
　薄くつける。水少々を加えて緩くした卵白にくぐ
　らせ、ゴマをたっぷりつけて 4～ 5分おく。
③揚げ油を 160 度に熱し、カリッと揚げる。

９月号プレゼント「松明創研社の『梅干し』」の当選者です。
おめでとうございます。　　　　 
　　　　　　谷迫　史織 さま  　（     妻      ）
　　　　　　黒木　美恵子 さま  （  下　妻  ）  
　　　　　　中島　翔子 さま 　 （  新富町  ）

 PRESENT幸徳窯の
　　　コーヒーカップ

調殿にある幸徳窯のコー
ヒーカップ（1100 円相当）
を３人の方にプレゼント。
手作りで色合いなどが異
なりますので、お好みの
１品をお選びください。

 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は11月30日(当日消印有効)で
す。当選者には後日連絡します。宛先＝〒881-8501　西
都市総務課「地場産品もらっちゃおう11月号」係。または、
Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。
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FO
RM
A
TIO
N

うめもん豆 知識

ゴマ
●種皮の色により白ゴマ、黒ゴマ、
　金ゴマなどに分けられ、料理の
　材料や薬味として使われる。
●『不老長寿の秘薬』と呼ばれる
　ほど栄養価が高い。
●セサミンなどを含み、高血圧の
　予防や老化抑制の効果があると
　言われる。

BOOKS

人間はそれぞれ役割
があってこの世に生
まれてくる。
生まれながらに障が
いのある佐野有美さ
ん・・
あきらめない心で、
明るく輝いている笑
顔の有美さんに迫り
ます

科学技術が地球にも
たらす災厄！
人類の滅亡の危機は
逃れられるのか！？
人類の繁栄により何
が生まれたのか。そ
れに対し私たちは何
をすべきなのか・・・
ジャーナリストが科
学的根拠とともに描
く人類への警鐘！

 『笑顔の架け橋　佐野有美
　　　〜手足のない体に生まれて〜』
　　藤本　美郷／著　　　佼成出版社

 『人類が絶滅する６のシナリオ』
　フレッド・グテル／著　夏目大／訳

　　　　　　河出書房新社

 ●オススメの本

市長のページ.indd   1 13/10/23   11:36
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９
月
23
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日

程
で
、
台
湾
の
蘭
陽
女
子
高
級
中

学
（
女
子
高
）
の
生
徒
や
教
員
ら

約
40
人
が
西
都
市
を
訪
問
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
宿
泊
は
、
農
家

民
泊
や
農
業
体
験
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
む
西
都
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
会
員
の

方
々
の
お
宅
で
す
。

　

初
日
は
、
西
都
原
ガ
イ
ダ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
「
こ
の
は
な
館
」
に
お

い
て
、
西
都
古
墳
太
鼓
や
西
都
古

墳
ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
る
武
人
の

舞
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

じ
ま
り
、
宮
崎
県
立
考
古
博
物
館

の
見
学
、
古
代
生
活
体
験
と
「
古

墳
の
ま
ち
西
都
」
な
ら
で
は
の
体

験
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
餅
つ
き
体
験
や
う

ど
ん
打
ち
体
験
な
ど
の
日
本
の
食

文
化
に
触
れ
、
さ
ら
に
妻
高
校
の

生
徒
た
ち
と
弓
道
や
百
人
一
首
、

着
物
の
着
付
け
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
交
流
を
深
め
、
国
を
越
え
て

強
い
絆
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

台
湾
の
高
校
生
た
ち
に
感
想
を

聞
い
て
み
る
と
大
変
感
動
さ
れ
、

思
い
出
に
残
る
教
育
旅
行
だ
と
喜

ん
で
お
り
、
学
校
と
し
て
も
来
年

も
西
都
市
を
訪
問
し
た
い
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
旅
行
の
受
け

入
れ
は
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
私

と
し
ま
し
て
も
、
台
湾
の
皆
さ
ん

と
の
親
睦
関
係
を
深
め
る
た
め
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
者
の

皆
さ
ま
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
り
、

良
い
受
け
入
れ
先
を
多
く
求
め
て

い
く
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

み
ん
な
で
西
都
市
の
良
さ
で
あ

る
「
お
も
て
な
し
」
を
さ
ら
に
発

揮
し
て
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。　

編
集
後
記

　
『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』
市
内
で
も

幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、

地
区
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
西
都
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
で
は
高
齢
者
の
方
が
ボ
ー
ル

転
が
し
や
借
り
物
競
走
な
ど
に
出

場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
声
援
や
歓

声
、時
に
は
笑
い
声
も
。晴
れ
渡
っ

た
秋
空
の
下
、
皆
さ
ん
、
楽
し
く

競
技
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

元
気
に
競
技
を
す
る
高
齢
者
の

方
を
見
て
思
い
ま
し
た
。

「
普
段
か
ら
運
動
し
な
く
て
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

初
、
台
湾
か
ら
の

　
　教
育
旅
行
受
け
入
れ

高齢者スポーツ大会での『ボール転がし』

「このはな館」前で行われた歓迎セレモニー
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滝一郎の
ちょっとちょっと

第 17回

米良のシュウメイギク

か
ら
53
年
前
、
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
４
月
、
へ

き
地
交
流
で
米
良
の
銀
上
小
学
校

へ
行
っ
た
。
米
良
と
い
う
の
は

米め
ら
の
し
ょ
う

良
荘
の
こ
と
で
、
日
本
国
語
大

辞
典
に
よ
る
と
「
宮
崎
県
中
央
部

を
東
流
す
る
一
ツ
瀬
川
上
流
部
の

山
地
の
総
称
。
西
都
市
東
米
良
か

ら
西
側
の
地
域
で
、
江
戸
時
代
は

肥
後
国
の
人
吉
藩
領
に
含
ま
れ
て

い
た
。
シ
イ
タ
ケ
・
茶
を
産
出
。

平
家
落
人
伝
説
の
地
」
と
あ
る
。

　

そ
の
こ
ろ
、
国
道
２
１
９
号

線
（
米
良
街
道
）
は
一
ツ
瀬
ダ
ム

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
国
鉄
バ
ス

は
ア
メ
リ
カ
製
の
超
大
型
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
に
削
ら
れ
た
山
肌
を
這

う
よ
う
に
し
て
走
っ
て
い
た
。
そ

の
工
事
現
場
を
通
り
、
二
軒
橋
と

い
う
停
留
所
で
バ
ス
を
降
り
、
さ

ら
に
三
里
の
山
道
を
歩
い
て
銀
鏡

に
つ
い
た
。
そ
の
道
す
が
ら
、
岩

山
に
へ
ば
り
つ
い
た
木き
ん
ま
み
ち

馬
道
を

オ
ッ
カ
ナ
ビ
ッ
ク
リ
で
渡
り
な
が

ら
、
谷
川
に
咲
い
て
い
る
シ
ュ
ウ

メ
イ
ギ
ク
に
癒い
や

さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。（
※
二
軒
橋
は
現
在
ダ

ム
の
底
に
あ
る
）

　

こ
の
花
は
本
州
・
四
国
・
九
州

に
生
え
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は

園
芸
植
物
と
し
て
中
国
か
ら
持
ち

込
ま
れ
、
庭
園
や
墓
地
な
ど
に
植

え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
野
生
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
の

住
む
家
の
周
り
に
生
え
て
お
り
、

人
里
を
離
れ
た
深
山
に
は
な
い
。

そ
の
名
前
は
漢
字
で
書
く
と
「
秋

明
菊
」
で
、明
る
い
ピ
ン
ク
色
が
、

山
道
を
歩
く
人
の
心
を
明
る
く
し

て
く
れ
た
。

　

宮
崎
県
植
物
誌
に
よ
る
と
、
こ

の
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
は
一
ツ
瀬
川

の
全
域
に
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

一
ツ
瀬
ダ
ム
が
で
き
て
照
葉
樹
林

と
古
い
歴
史
の
米
良
荘
が
湖
底
に

沈
み
、
そ
こ
に
自
生
し
て
い
た
秋

明
菊
や
野
菊
・
・
・
な
ど
、
め
ず

ら
し
い
山
の
植
物
が
姿
を
消
し
て

い
っ
た
。

　

そ
の
米
良
の
風
物
や
民
俗
を
懐

か
し
み
な
が
ら
米
良
街
道
を
走
っ

て
い
た
ら
、
去
年
の
11
月
22
日
、

大
椎
葉
の
ユ
ズ
畑
で
こ
の
花
の
群

落
を
見
つ
け
た
。

　
　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）

今

 2013.N
ovem

ber N
o.559  発

行
／
西
都
市
役
所
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
881-8501

宮
崎
県
西
都
市
聖
陵
町
２
丁
目
１
番
地
　
Tel.0983-43-1111  Fax.0983-43-2067

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／
http://w

w
w.city.saito.m

iyazaki.jp　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／
koho@

saito-city.jp　
　
印
刷
／
イ
マ
イ
印
刷
　
0983-43-5103

さ
い
と

さ
い
と

広報

一
．
礼
儀
を
正
し
く
し
、
だ
れ
に
も
親
切
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

　
一
．
忍
耐
強
く
、
進
ん
で
こ
と
に
励
み
ま
し
ょ
う

一
．
き
ま
り
を
守
り
、
公
共
物
を
大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

　
　
一
．
心
身
と
も
に
健
康
で
、
明
る
い
郷
土
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
．
教
養
を
高
め
、
つ
ね
に
視
野
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
、
本
市
は
市
制
施
行

55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た

め
て
市
民
憲
章
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
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